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2015 年にスポーツ庁が設置され、各地にスポーツコミッションの設立を呼びかけて 3 年が経
過した。2019 年 10 月現在で全国に 118 のスポーツコミッションが設立されている。2021 年
までに 170 団体の設立が目標である。

金沢文化スポーツコミッションは、2018 年 7 月 1 日に設立され、金沢の地域資源である「文
化」を活用し「文化ｘスポーツｘ観光」をコンセプトにしたユニークな活動を行っている。

本稿では、金沢文化スポーツコミッションの設立経緯や活動実績を紹介し、地域におけるスポー
ツコミッションの役割を論じたい。

1　今、なぜスポーツなのか
世界のメガスポーツイベントのトップ 3 と

言われる

・FIFA ワールドカップ（サッカー）

・オリンピック・パラリンピック

・ラグビーワールドカップ

のうち 2 つの大会が日本国内で行われ、2021

年にはワールドマスターズゲーム大会も続く

スポーツのゴールデンイヤーズが始まってい

る。このようなメガスポーツイベントが 3 年

間も続くのは、世界的にも稀なことである。

もちろん、メガスポーツイベントが毎年開

催されること以上に重要なのが、スポーツが

本質的に持っている可能性である。スポーツ

が持つ力は、単に「感動」を与えることに留

まらず地域への経済的効果と社会的効果を創

出する。

スポーツを「活用」した地域活性化の取

組、所謂、「スポーツツーリズム」が今後の

重要なテーマになる。

（1）経済的効果

スポーツが生みだす経済効果には、主にプ

ロチームによる興行的経済活動と国際大会、

全国大会の誘致、および合宿の誘致による交

流人口の拡大から生まれる消費活動がある。

大会選手団や参加者、観戦者の宿泊、飲

食、お土産、観光、2 次交通費等が大きな消

費要素である。

（2）社会的効果

スポーツが生みだす社会的効果は、従来か
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ら言われる心身の鍛錬を通した健康増進やス

ポーツ実施率向上による長寿社会の実現等だ

けではなく、シティブランドやシティプロ

モーション、地域の一体感の醸成、さらには

交流人口拡大から起こるイノベーション、新

たなビジネス機会の創造等多岐にわたる。

スポーツの持つ力を最大限に活用すること

がスポーツコミッション（SC）の担う役割

である。

2　金沢文化スポーツコミッション設立経緯
設立の経緯というものは、公式非公式を問

わず、それぞれの置かれた立場によって異な

る受け止めをする。ここでは、設立とともに

代表に就任した私の視点から設立経緯を述べ

る。

最も特筆すべきは、「市長の強い意志」で

ある。文化都市と呼ばれる金沢において、ス

ポーツも文化であるという思いと将来世代に

多様性のある道を作りたいという強い意志

が、様々な関係機関を動かし、設立に向けた

検討委員会を生み、準備委員会へと繋がり、

設立に至った。おおよそ、3 年を費やしてい

る。

また、代表を民間人から登用するというの

も初めから貫かれた市長の固い意志である。

自治体である金沢市は、もちろんのことで

あるが、市民を対象にしたスポーツの振興は

当たり前のように実施している。スポーツコ

ミッションに期待されることは、「交流人口

の拡大」であり、経済的な側面からも既存の

スポーツ大会の誘致活動の必要性があった。

2015 年 3 月の北陸新幹線金沢開業以来、

金沢エリアへの観光入込数は堅調に伸びてい

たが、それとともに宿泊施設の供給計画も需

要予測を上回る勢いで、発表されていた。

日本政策投資銀行金沢支店が 2017 年 12 月

に発表した需給予測では、2014 年対比で、

需要予測は 121％、供給計画は 134％であっ

た。

2019 年 4 月現在で、入込数は 124％に増加

するもホテル客室数は 137％に増加してい

る。

金沢への入込の動機は、観光・ビジネス・

MICE が主な目的であることから、それ以外

の目的＝スポーツを活用した誘客が必要に

なった。

金沢文化スポーツコミッションの設立前の

2018 年 4 月には「金沢市スポーツ文化推進

条例」が制定され、「スポーツで人とまちを

元気にする」ことに積極的に取組むことを表

した。

本条例の中でも第 10 条第 3 項にスポーツ

コミッションが市に代わって行うべき役割が

明記されている。

金沢市スポーツ文化推進条例第 10 条第 3

項では、「市は、スポーツの競技会、大会、

合宿等（以下「競技会等」という。）への参

加又は観戦のため国内外から来訪する者が市

内及び周辺の観光地を巡り、又は市民と交流

することによる地域の活性化を図るため、事

Copyright 2019 The Authors. Copyright 2018 Japan Municipal Research Center. All Rights Reserved.



新たな公共私の連携〜スポーツを通じたまちづくり〜

40 都市とガバナンス Vol.33

業者及びスポーツ関係団体と連携し、競技会

等の開催又は誘致その他必要な施策を講ずる

ものとする。」とある。まさに、スポーツ

ツーリズムを念頭に置いた項目である。

また、2018 年 7 月の設立と同時に制定さ

れた「金沢市文化スポーツイベント誘致開催

奨励金・補助金制度」は、とてもユニークな

制度であり、設立後の誘致活動を確実にバッ

クアップする制度である。

本制度に関しては、金沢文化スポーツコ

ミッションの活動実績の中で紹介する。

SC 設立にあたって、最も重要なのは、「市

長の強い意志」と言っても過言ではない。

3　金沢文化スポーツコミッションの活動
スポーツを「する人」「観る人」「支える

人」を応援する 3 本の柱。

（1）誘致・誘客

金沢文化スポーツコミッションの最も重要

視すべき活動領域は、スポーツイベントの誘

致による交流人口の拡大を担う柱である。

前述のように、誘致活動を支えているの

は、金沢市の制度であり、ユニークな視点

は、運営をする地元団体を重視した部分にあ

る。

上記は金沢文化スポーツコミッションの

ホームページにも掲出されているが、この制

度の特徴は、地元団体に対する奨励金と大会

の運営に対する補助金からなっている点であ

る。

全国規模のスポーツ大会の誘致や地元で開

催するスポーツ大会の牽引役は、地元の競技

団体であり、その競技団体を資金の面でバッ

クアップするのが奨励金制度である。また、

誘致し開催された大会には、その運営に対し

て補助金が支給される。

設立後の誘致件数は、この制度の有用性を

示しており、2018 年度 3 件、2019 年度 20 件、

2020 年度はすでに 19 件の誘致に成功してい

る。（2019 年 12 月現在）

（2）普及・交流

活動の 2 つ目の柱は、誘致案件のスポーツ
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競技の普及活動や市民との交流の機会を作り

出すことである。

スポーツ競技の普及活動や市民との交流

は、制度上も交付要件に入っており、金沢文

化スポーツコミッションと相談の上進めるこ

とになっている。

その他にもスポーツイベントの開催 PR 活

動として、SNS を活用した情報発信やケー

スによっては、競技団体に代わってクラウド

ファンディングで資金集めをする場合もあ

る。

市民との交流という点では、単なるスポー

ツイベントにとどめるのではなく、地域のイ

ベントになるようなスタンプラリーを開催す

るなど地元住民と県外からの参加者の交流機

会を作る。

スタンプラリーは、地域イベント化ととも

に、オーバーツーリズム対策にも寄与し、地

域の新たな魅力発信にもつながる。

（3）金沢 BRAND

スポーツ庁の定義するスポーツコミッショ

ンとは、「スポーツと地域資源を掛け合わせ

た町づくり地域活性化の推進役」である。

金沢における地域資源は、藩政期から受け

継がれ今なお発展し続けている多種多様で、

深みのある「文化芸術」である。無形の文化

芸術活動は、無限の可能性を持っており、そ

こに携わる人々の層はとても厚いことが金沢

の最大の強みである。

「文化」という地域資源と「スポーツ」を

融合し、金沢の新たな魅力を創造すること

で、「観光」に結び付けていくという金沢文

化スポーツコミッションの基本的なコンセプ

トを表すのが、金沢 BRAND という柱であ

る。

金沢文化スポーツコミッションが最も大切

にしている考え方である。

「文化」というものは、歴史が作り上げた

その地域の「個性」である。その一方「ス

ポーツ」というものは、世界共通の「言語」

のような側面がある。「文化」と「スポー

ツ」が融合することで生まれる新たな魅力

は、その地域のプロモーションになり、新た

な交流を生み出す。

3 本の柱は、「する人」「観る人」「支える

人」を応援するとともに、金沢文化スポーツ

コミッションの活動全体を支えている。

4　活動実績
金沢文化スポーツコミッション設立後、

2019 年 12 月までに 22 件の誘致案件がある

が、その中でも前述の 3 本の柱が良く表され

ている案件を例にして活動を詳述したい。
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（1）第 69 回全日本弓道遠的選手権大会

第 1 号の支援事業である本大会は、弓道遠

的競技の日本最高峰の大会であり、選手は正

に真剣勝負の大会であった。

藩政期も京都三十三間堂を舞台に通し矢の

大会があり諸藩の武将が力を競った中で、加

賀藩の吉田大蔵茂氏は、この大会で 6 度、日

本一になり、江戸時代を通じてこの記録は破

られることはなかった。歴史的にも金沢との

つながりのある「弓道」から活動が始まっ

た。

競技団体の理解と協力を得て、予選会の日

に、参加選手及び関係者全員に「お茶」での

おもてなしの場を設けた。

金沢は、日本の 3 大茶の湯処ともいわれる

ほど、「茶道」の盛んな地域である。また、

歴史を紐解いていくと、「弓道」と「茶道」

にも深い関係性があることがわかった。

「茶道」の柄杓の扱い方の作法が、「弓道」

の矢を射る際の所作から伝わったという説が

ある。また、「弓道」も「茶道」も「禅」の

思想に深く関わっていた。東洋哲学者であり

「禅」を欧米に広めた鈴木大拙は、金沢の出

身であった。

このように、「弓道」というスポーツイベ

ントから「茶道」や「郷土の偉人」にも繋が

る関係性をパネル化し、参加者の関心を得る

ことで、より一層金沢のファンになり、再来

する方もいた。

この最初の取組は、後に着地型の体験商品

造成という動きになっていく。

「茶道」X「弓道」X「禅」を具現化し、特

にインバンド（外国人）向けの体験商品へと

進化していった。

日本が発祥と言われる「武道」は、各地域

にも指導者が多く、また、インバンドは明ら

かに「もの消費」から「こと消費」へ移行し

ている。その地域ならではの「文化体験」を

加えながら、スポーツとしての「武道」が体

験できることは、地域のブランディングにも

有益である。

（2）西日本レディース卓球フェスタ 2019

第 1 号の支援事業である「弓道」から 1 年

が経過し、第 19 号の支援事業として関わっ

た「卓球」は、基本コンセプトの具現化とと

もに、経済的効果を上げる取組を随所に入れ
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込んだ。

「スポーツツーリズム」とは、「スポーツを

触媒にして人間が活動すること」であり、人

間が活動することで、おおよそ以下の消費行

動が生まれる。

・一次・二次交通費

・宿泊費

・飲食費

・お土産代

・入館・体験料

卓球大会では、上記の消費行動を念頭に置

き、さりげなく「金沢らしさ」を加えなが

ら、大会前、大会当日、大会後に主催者の協

力を得て、様々な仕掛けを施した。

大会開催の 3 ケ月ほど前から、宿泊案内や

観光案内のパンフレットとともに、大会当日

に行われる金沢文化スポーツコミッションの

企画イベントの紹介も併せて送付した。

卓球大会の参加を目的に来沢する選手に、

前後泊を促し、ほんの少し特別な金沢を味

わって頂き、再来してもらう目的である。

大会前日には、水引のアクセサリー製作体

験。

大会当日には、3 つの企画イベント。

・金箔貼り体験（記念ラケットに金箔貼り）

・卓球版ストラックアウト（和菓子を狙え）

・金沢の観光名所をバックに記念撮影

遊び心満載の企画イベントである。

後泊を促す「夜のイベント」と夕食の提

案。

また、大会終了後、1 週間以内には、参加

者全員にアンケートを送付するとともに、次

回来沢時に使用可能な「市内バス 1 日周遊

券」の引換券を同封することで、再来を促す
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ことも実施した。1 ケ月後には 2％の再来が

あった。引換券は、2020 年 3 月末まで有効

であり今後の回収が期待できる。

伝統工芸である金箔貼りは、400 人が参加

し、金沢のシティプロモーションになり、

ゲーム感覚で体験した卓球版ストラックアウ

トの参加者 520 人には、金沢駅のお土産が並

ぶ商店街「あんと」のお買物券が渡される。

因みに、このお買物券は、民間からの協賛で

あり、客単価アップにも貢献している。ま

た、トリックアートのような金沢の観光名所

を背景にした記念撮影スポットは、多くの参

加者が撮影するとともに、SNS で金沢の PR

を発信してくれた。

この他にも事前に案内していた観光タク

シーも 6 件ほどの受注があり、大会当日（2

日間）は約 300 台のタクシーの需要があっ

た。

何もしなければ、ただのスポーツ大会であ

るが、地域の特性を生かした演出をすること

で、参加者にとっても思い出深い大会になり

地域にとっても大切な大会になっていく。

「スポーツ大会」から「スポーツ MICE」

へ。

5　スポーツコミッションの役割
日本でスポーツコミッションという言葉が

言われるようになったのは、ここ 3 〜 4 年の

事である。まだまだ、その機能や役割は知ら

れていない。

スポーツ庁は、各自治体にスポーツコミッ

ションの設立を促しているが、その活動は

様々な形態を成している。

スポーツコミッションの担うべき役割で最

も重要なものは、「スポーツツーリズムの推

進」による地域の経済的・社会的活性化であ

る。

（1）交流人口の拡大

交流人口の拡大の為に、スポーツイベント

を誘致することが最も大きな役割である。

または、域外から誘客可能なスポーツイベ

ントを主催することも交流人口の拡大に繋が

る。

（2）新たなビジネス機会を生み出す

民間事業者等と連携しながらスポーツを活

用した着地型アクティビティ商品の造成や新

たな観光行動を誘発することで消費機会の増

大に繋げる。

（3）シティプロモーション

スポーツ大会参加者（外来者）に対して、

自地域らしさを演出し、住民との交流機会を

作ることで、自地域のファンを作り、「観光

客」ではなく「関係客」へと変えていく。

自地域の強みを最大限に生かし、ただの

「スポーツ大会」を「スポーツ MICE」とし

て考え、外来者が自地域の魅力を感じ、再来

行動を起こすように取り組む。

スポーツコミッションの果たす役割によ
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り、交流人口が拡大されると自ずと経済的効

果が生まれる。経済的効果が大きくなると自

ずと地域コミュニティーが活性化し、イノ

ベーションが起こり、新たなビジネスが創造

される。

スポーツの「振興」からスポーツの「活

用」を推進し、スポーツをビジネス化してい

く推進役こそがスポーツコミッションであ

る。

イノベーターとしてのスポーツコミッショ

ンが機能することで、多様性に溢れた持続可

能な都市となり、将来世代にとっても可能性

に満ち溢れた地域へと発展していくのであ

る。

おわりに
イノベーターとしてのスポーツコミッショ

ンが機能するために必要な要件は、公・共・

私の正しい理解であり、それぞれが連携する

とともに役割分担を明確にして活動すること

である。

特に「スポーツツーリズムの推進」には、

「文化」と「観光」の分野が必須要件である。

スポーツ庁・文化庁・観光庁は、2016 年

に包括的連携協定を締結し、3 庁の連携を加

速させている。自治体組織は、概ね 2 部局に

分かれているが、スポーツコミッションの活

動領域は多岐にわたるため、部局を超えた連

携が必要である。

また、スポーツ競技団体や民間事業者との

連携なくして経済的活性化は起こり得ないも

のであり、幅広いネットワークを構築できる

組織体制を作ることが肝要である。

金沢文化スポーツコミッションは、設立後

2 年にも満たない組織であるが、現在は将来

に向かって可能な限り大きな土台を作り、量

的なメジャーメントよりも質的なソフト面の

充実を図り、日本一ユニークなスポーツコ

ミッションになることを目指している。

（注釈）

本稿に掲載した図表等は、金沢文化スポー

ツコミッションの独自のものである。
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